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私と自動車部

優雅なMGTD

パリダカの仕事が出来たのは

私が乗ってきた車

私と自動車部
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一巻頭言一

プロフェッショナルとは?

つい先日のこと。通勤に普段使用している軽自動車

のエンジンオイルを替えなければ、と思いつつすで、に何

カ月も経過していたので、思い切って代休を取り、ちょっ

と遠いが初めてでも入りやすい感じの修理工場へ行った。

個人で営業している私より若い工場の人は、抜いたオイ

ルを見るなり、 「長いこと替えてないでしょ。真黒です

よ。」と初対面で、年上の私をやんわりと叱った。自覚して

いたので、たいそう決まりが悪かった。そう言えば、軽自

動車に乗り始めたころは、普通車と同じような感覚が抜

けずに、何度もこのように怒られていたことを思い出し

た。

工場の人がオイルを抜き取り終わり、新しいオイルを

入れようとオイルレベルゲージを引っ張った途端、取っ

手だけがスポッと外れてしまった。唖然としている私とは

対照的に、工場の人は折れ目を確認しながら、「でも、こ

れ接着剤を付けた跡がありますよJと冷静に事態の把握

を行っていた。近年自分ではレベルゲージを確認するこ

とすらしないので、身に覚えはない。となると、前回オイ

ル交換をしたときしかない-一。そうだ、思い出した。前回

は、値段が安し、からとし、う理由で、タイヤ専門店で、オイル

交換を行ったのだった。大して手間のかからない作業の

はずなのに、ずいぶんと待たされた記憶があった。そう

か、そういうことだ、ったのか…。作業中折れてしまったの

は仕方ないが、接着剤で見た目だけ元に戻し、何食わ

ぬ顔で和I事もなかったかのように済ますとは、それでもプ

ロか?それとも、タイヤ専門庖にオイル交換を頼んだ、自

分が愚かなだけなのか?せっかくの休日なのに、その日

はどこか複雑な気分で過ごす羽田となったO

一方、家族(主に家内)で使う車は、今ではもはや絶

滅したと言っていい2000ccターボのステーションワゴ、ン。

どのメーカでも新車ではもう自分が欲しいと思えるものが

なかったので、こだわって中古を探して昨年末にようやく

見つけた状態の良い車である。先日の経験から、こちら
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部顧問平木 准教授

はちゃんとデ、イーラーにオイル交換作業を頼んだ。たか

が車のためにそうそう休みは取れないので、家内に行っ

てもらうことになっていたが、予定の日の昼ごろ家内から

電話がかかってきた。無事作業終了の報告だろうと思い

電話に出ると、「工場のなかで、ぶつけられて、パンパー

がめくれ上がるほど変形してしまったので、修理する」と

のこと。何だ、って?事態が飲み込めない…。心を落ち着

けて話を聞くと、工場の人が他の車を出す際に、作業を

終えて停めであった私の車にぶつけてしまったらしい。

そうし、うことかと納得しかけたが、パンパーが変形するほ

どのスピードだったことを考えると、フ。ロらしくないなと思

わずにはいられなかった。結局、庖舗が加入している保

険を使って修理を行ってくれたので、それ以上文句を言

う必要もなかったが。

前半で書いた話と対比して考えると、プロとは「自分の

ミスを認められるかどうか」なのカもしれない、と思えてき

た。失敗しないのがフ。ロのように勘違いしてしまうが、人

間である以上ミスは避けられない。それを自分の責任と

して受け止められる覚悟を持っているかどうか、それがプ

ロとアマの境目なのではないだろうか。でも自分の非を

認めることは想像以上に難しい。私が思うに、自分のミス

をなかなか認めようとしない職種が世の中に二つある。

一つは政治家で、もう一つは大学の先生だ。先の定義

に従えば、どちらもフ。ロで、ないことになる-一。了



所感

23年総会を終えて

2 1年の総会で会長に選任されて 2年が経過し

ました。この間猛暑、集中豪雨、豪雪等の自然災

害、 3月 11日に発生した未曾有の東日本大震災

と、東電福島第一の原発事故等、想像を絶する災

害が発生し、多くの方々が被災されました。一時

は23年の総会の開催も危ぶまれましたが、会員

一同の連携とご協力により、過去最多の 53名の

ご参加を得て、盛会裏に滞りなく終了することが

出来ました。開催準備に多大のご努力を頂いた九

州地区準備委員会の皆さんに厚く御礼申し上げ

ます。また、全国各地から、ご多忙の中ご参加を

頂いた会員の皆様にも感謝申し上げます。

今回は、総会に先立つ役員会を2時間とり、現在

のOB会の課題とあるべき姿について忌'障のな

い討議を行いました。その概要は次の通りです。

1) OB会規約の改定について

現規約は昭和 41年のOB会発足時に制定

され、その後部分的に改定してきましたが、

なお、会員から種々の気付きが提起されまし

た。そこで規約改定委員会を結成し、次回総

会に提案することとしました。委員会は木庭

副会長をトップとし、各地区幹事及び事務局、

会計の7名で構成しました。会員の皆様にも

建設的なご提言がありましたら改定委員に

お知らせ願し、ます。

2) OB会活動のあり方

OB会活動の目的は会則にもあるように、

「会員相互の扶助親睦を図ること」、「現役

自動車部の発展に寄与すること」の2点にあ

ります。前者については、これまでの嘉村先

輩をはじめ多くの会員のご尽力により着実

に成果を挙げてきていると思われます。然し

ながら、後者についてはOB会からのカンパ

と、ラリー開催時の一部の人的支援や交流に

限られているのが現状です。更に、現在OB

会、現役ともに「若い世代の不参加者が多い」

「現役部員数が減ってきている」としづ不参

画問題を抱えており、これらの問題の対応に

ついて意見交換をしました。問題を一気に解
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自動車部 08会会長木村 (機 36)

決する名案は難しいにしても、世代聞を越え

る多種多様な情報発信、入手、相談の場を、

HPやイベントを通じて増やしていけば、若

いOB会員の参加や、現役新入部員勧誘への

一助になるのではないか、等の提言について

討議しました。

3)役員人事について

昨年末、嘉村事務局より体力の問題で事務局、

会計業務を辞任したいとの連絡を受け、メー

ル役員会で、事務局を中西氏、会計業務を武地

氏にお願いすることが決まりました。嘉村先

輩には、昭和41年のOB会発足以来今日ま

で、 OB会の維持、発展に粘り強く献身され、

今日の盛況に導かれた第一の功労者です。今

回の総会で、長年のご貢献に対しお礼を申し

上げたいと考えておりましたが、余儀なく欠

席されることになりましたので、この紙上を

借りて改めて御礼申し上げます。我々は「最

初に井戸を掘り、粘り強くメンテした人」の、

勇気と情熱と苦労を忘れずに、より良いOB

会を目指して行きたいと考えています。

今回は、準備委員会のご準備で母校を訪問し、

学食での現役部員との会食、母校資料館の見

学、自動車部車庫の見学、交流等、懐かしく

有意義なひと時を過ごすことが出来ました。

母校も大きな変貌を遂げ、変わらないのは正

門、 50周年記念館、グランドくらいでした

が、当時 1学年の学生数 100数 10名が今

では 10倍近くに発展し、最先端の学問、技

術を力強くリードする母校の姿に嬉しさを

感じたことでした。

卒業後何年を経るとも、青春の一時期を自動

車部部員として、苦楽を共にしたという共通

の強し、紳を再認識するとともに、より多くの

会員の皆さんのOB会活動への積極的な参

画を期待しております。了



一新主将挨拶一

先輩の皆様へ

先輩の皆様にはご清勝のとととお慶び申し上げます。

私は今年第 71代主将を務める電気2回生の坂元

と申します。

現在の自動車部員は12名で、そのうち新入部員が

3名入部しました。近年若者の自動車離れが進む中、

入学時にすで、に免許を持っていたり自動車を所有し

ていたりと、素質のある新入生が入部してくれたこと

に嬉しく思っています。

官、が何も分からないまま自動車部に入部したときに、

先輩方が温かく指導して下さったことを今でも覚えて

います。次は自分が後輩たちに指導をし、伝統や技

術を伝えてし、かなければならないと思っています。

10月 22日に行われた 08総会は地元北九州で開

催され、現役生と08の方々が交流することができま

した。そこでは、昔の車庫の様子やこの 08会誌の表

紙にも載っている「流星号」の話を聞くことができ、又、

今の自動車部の現状を08の方に伝えることもできた

りと、とても充実したものとなりました。前回、 08総会

一 新 08担当 一

責喜会自動車部主将坂元 (電気 2回生)

の開催に携わった先輩方、また、遠方から出席し

て頂きたくさんの話を聞かせて下さった先輩方に、こ

の場を借りてお礼を申し上げます。

現在、自動車部で、大きな問題があります。それは、

部員の減少です。近年の若者世代の車離れもありま

すが、その中で自動車部の活動をもっと大学の学生

に広めて、認知してもらわなければなければならない

と考えております。主将を務めるにあたってこの問題

を解決すべく、 HPの移設やSA車両を製作したりと大

きな課題を乗り越えていけるように、しっかりと指揮を

とっていきたし、です。

これからも先輩方の築いてこられた実績と教わった

技術を衰退させることのないように頑張ります。

今後とも先輩方のご助言、ご協力をよろしくお願い

します。

新 OB担当挨拶

穴井 (機械 1回生)

昨年に引き続き 08担当をさせていただきます。機械 が担当させていただきます。よろしくお願いします。

知能工学科 l回生穴井 と申します。重要な

役職に就かせていただき光栄に思います。

今後「流星」、08会に関する自動車部の窓口は私

一新入部員挨拶一

穴井

自分が自動車部に入部した理由は、小さい頃に生で

自動車レースを見て以来クルマに興味を持ち、モー

タースポーツに関わってみたい、クルマについて深く

知りたい、とし、う思いがあったからで、す。

自動車部での活動を通して、運転技術や整備の腕を

高めたり、ジムカーナやダートトライアルだ、けで、はなく、
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(機械)

SUPER GTやフォーミュラ・ニッポンといったレースに

オフィシャルとして参加するなど、様々な視点からク

ノレマを楽しめたらな、と思います。

色々とご迷惑をお掛けするとは思いますが、これか

らよろしくお願し、致します。



津田

私が自動車部に入部した動機は、昔から「自分で選

んで自分で買った自動車を一生涯乗り続けたい」と

いう思いがあり、自分でも自動車の整備ができれば、

より一層その車を大切にで、きると思ったからで、す。そ

久原

自分が自動車部に入った理由は、単にワークスカラ

ーの車が格好良かったからで、す。また、見学しに来

た時、先輩方がとても優しく熱く語って頂いたので入

りました。

自動車部に入ったので、整備の面はもちろんで、すが、

一自動車部 22年度会計報告、 2012年活動計画

(マテリアル)

のためにも、率先して先輩の整備を手伝って自動車

整備を学びたいです。

これから多々のご迷惑をおかけするかもしれません

が、よろしくお願いします。

(総シス)

競技に参加したい。特に、ラリーに関しては昔から興

味があったので、参加していい結果を残すのが目標

です。

おおさ、つぱで面倒くさがりな自分ですが、先輩方の

日七時激励を受けて成長していきたいと思います。

平成22年度工学部自動車部収支

(収入の部〕

ー圭車ー
量旦全
急車金
主主土 『

予算額 l 決算額 l差引増減額l

(支出の部〕

"屯ー"ヨ，圃.. 司ー . " 

事 項 予算額 l 決算額 l差 引 増減額 備 考

大 会参加 費

設 備 維 持 費

全 九 州連盟費

KITナイトフリー開催費

JAF登録費

合 計

(収支の部〕

二圭豆一
謹旦金
皇皇金
合計

収入 支出 備考鑑L旦~収支

2012年活動計画

3月 追い出しコンパ 8月 遠征

4月 入学式 ・部員勧誘 10月 秋季全九州学生ジムカーナ

5月 ACK SPRING RALLY .全九州、|学生ダート 11月 第49回ACK. KIT NIGHT RALLY 

6月 春季全九州学生ジムカーナ 工大際(たこ焼き屋)

7月 ラリー(ACK主催:名称未定) 12月 忘年会
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-08会活動報告・決算報告一

OB会23年度(H22/10-23/9)活動報告、決算報告

OB会事務局中西

[上期活動報告]

平成 22年 10/5 : [メール役員会]122年度報告他について」

10/16 第4回自動車部 08会ホームページ立上検討会(最終回)

11/11 :[メール役員会]108会公式ホームページ案審議及び配信お願いの件J

11/13-14 :第48回 KITナイトラリー現役支援(jAF公認九州、IJr¥シリーズ、第5戦)
11/20 : [平成23年(第6回)08会総会](九州地区主催)第3回実行委員会開催

12/10 流星 22号発行

12/14 

12/29 

12/30 

12/30 

平成23年1/17

1/20 

1/22 

3/26 

: [メール役員会]1会計・事務局の次期案について」

:関西地区 08会兼忘年会

:現役との交流会費拠出=今10，000円

:餅っき会・交流二次会(現役との交流)

: [メール役員会]1臨時役員会議事録について」

: [メール役員会]1規約改正・役員変更について」

: [平成 23年(第 6回)08会総会](九州、|地区主催)第4回実行委員会開催

[平成23年(第 6回)08会総会](九州地区主催)第5回実行委員会開催

: [メール役員会]1東北大震災に伴う自動車部 08会総会開催時期について」

(加 50)

3/27 

3/末
[下期活動報告]

:部活動援助費送金二今102，500円、部活動援助費送金※5/6(金)実行=今60，500円

平成 23 年 4/上~5/上 :アドレス等会員名簿整備

5/17 : [平成23年(第6回)08会総会のご案内](九州地区主催)メール送信

5/30 : [メール役員会]1平成23年度上期活動・会計中間報告の件」

6/25 関東地区 08親睦会開催

7/9 :[平成23年(第6回)08会総会](九州地区主催)第6回実行委員会開催

7/中 ~8/上:平成 23 年(第 6 回)08 会総会ノfンフ掲載内容準備

8/上 : [平成23年(第6回)08会総会のご案内](九州地区主催)参加者へ最終資料配付
9/下 : [メール役員会]108会総会議案(総会ノfンフ掲載内容)J 

9/3 :[平成23年(第6回)08会総会](九州地区主催)第7回実行委員会開催

9/下 :08会総会パンフ作成(九州、|地区)

9/末 :部活動援助費送金 8.000円

23年度決算報告

平成23年度決算報告 22. 10. 1 -23. 9. 30 

収入 金額 支出 金額

平成22年度繰越 振替手数料

会費 総会準備費

部活動援助費 現役交流費

08会カンパ 流星22号印刷費

同郵送代

事務費、通信費

部活動援助費

平成24年度への繰越

合 計 dEb3 h 計
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部活動援助08会会計 22. 10 1 ~23. 9. 30 

収入 金額 支出 金額

平成22年度繰越 現役への送金

08会会計から

平成24年度への繰越

d口h 計 AECコh 計

-08会役員人事・活動計画・予算一

08会 24年度役員人事・活動計画、予算

本部役員 地区役員

会長 木村 機39 幹事 伊東 子44

副会長 木庭 機43 九州 副幹事 山本 制46

事務局 中西 加50 副幹事 柴田 化45

会計 武地 機1151
関西

幹事 木庭 機43

会計監査 田中 化45 副幹事 山崎 電49

会誌担当 武地 4幾1151
中京

幹事 川越 化47

名簿伊当 松冗 機55 副幹事 河野 制49

現役交流 中西 加50
関東

幹事 門司 化37

HPt.日当 近藤 制54 副幹事 宮崎 機39

平成24年度活動計画

[上期活動計画]

: [役員会]平成 23年 10/22

10/22-23 

11/5-6 

: [平成 23年(第6回)08会総会】開催(九州地区主催)

:第 49回 KITナイトラリー現役支援(jAF公認九州、IJr.シリーズ、)

12/中 :流星 23号発行

12/末 :餅っき会(現役との交流)

平成 24年 3/末

[下期活動計画]

:部活動援助費 1年分(H23.4.1~H24.3.31 カンパ分) 一括送金

平成 24 年 4/上~8/中 :現役との交流会費拠出コ 0，000円

4/上~8/中 :現役との交流会開催

8/中 ~9/下 : [平成 25年(第7回)08会総会](中京地区主催)開催準備

平成24年度予算(案)
23. 10. 1-24. 9. 30 

(円)

08会会計

収入 支出

23年度繰越 振替手数料

会費 現役交流費

現役部活動援助費 流星印刷費

08会カンパ 同郵送代

事務費、通信費

現役部活動援助費

〔費用小計〕

25年度への繰越

小計 小計
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明専・九州工業大学自動車部08会会則

第1章総則

第 1条本会は明専・九州工業大学自動車部OB

会と称し;本部を会計役員宅に置く。

第 2条本会は自動車部OBを主体とし、会員相互

の扶助親睦を図るとともに、現役自動車部の

発展に寄与することを目的とする。

第 3条本会は前条の目的達成の為、次の事業を

行う。

①会員総会②地区部会③現役部員との交

歓会④自動車部への援助⑤その他

第 4条本会は次の会員をもって構成する。

①通常会員自動車部OBで会費を納入した

もの。②特別会員部長、顧問、参与で役員

会が要請し受諾を得たもの。

③賛助会員同部に協力するもので、役員会

によって推薦し総会で承認されたもの。

④準会員会費は未納だが、各種案内に回答

があったもの。

第2章役員

第 5条本会は次の役員亙豆璽園を置く。

①会長 1名②副会長若干名③幹事(地区

幹事・副幹事)若干名④事務局・会計若干

名 ⑤担当役員若干名 ⑥会計監査1名 及

び顧問若干名

第 6条前条の役員は、 通常会員中より前期役員

会によって推薦し総会で承認を得る。

第 7条会長は本会を代表し、且つ会務を総括する。

2 副会長は会長を補佐し、会長不在の際は

その職務を代行する。

3 幹事、担当役員は予算決算、その他会務

を審議執行する。

第 8条上記役員の任期は2年とする。ただし重任、

兼任を妨げない。

2役員は原則として次期候補を推薦した後、

退任するものとする。

第3章会議

第 9条本会の会議は、総会、地区部会、役員会と

し、それぞれ、通常会員の過半数(委任状を含

む)で成立する。

第10条会議の議決は出席者の過半数(委任状を

含む)の賛成をもってする。

2 総会は、本会最高の議決機関で会長がこ

8 

れを召集する。

①定例総会

②会員の5分の1以上の要求があったとき

③会長が必要と認めたとき

第4章会計

第11条本会の経費は会費及び寄付金をもってこれ

にあてる。

第12条会費は1年分 1，000円とし2年分2，000円を

原則として振替口座にて徴収する。

第13条本会の会計年度は10月 1日に始め翌年の

9月 30日に終了する。

第5章地区部会

第14条本会は地区部会を九州、|、関東、中京、関西

に設置する。

2その他の地区部会は本会に届けて設置す

ることができる。

第15条地区部会における役員・細則は、地区の会

合によってそれぞれ定めることとする。

2 地区幹事は本部役員との兼任を妨げない。

地区役員の異動はその都度本部に通知する

ものとするL

第6章 細則

第 16条本会会則の改正は役員会で審議の上総会

で承認を得る。

2定例総会は隔年毎に開催する。

第 17条会員は住所氏名、電話番号などに変更が

あったときは直ちに本部に連絡するものとする。

2会員は本人及び他の会員の移動、名簿の

誤記、欠落など本部に通知するものとする。

第 18条本会は年に1固ないし2回、会報「流星」を

発行し、会員、準会員に配布する。

盟一]'llj
(1)本会会則は昭和 41年1月 26日から有効とする。

(2)本会会則は平成 15年 11月23日改正施行するo

Sよ本会会則は平成 19年 10月20日改正施行する。
(4)本会会則は平成23年 10月22日改正施行する。



一特別企画 l一 平成 23年明専・九州工業大学自動車部 08会総会特集

明専自動車部の思い出

思い出と申しましても既に 60年以上も前の

ことで記憶も定かではないのですが、思いつくま

まに綴らせていただきます。

今回思いもかけず山本 君より明専 ・九工大

自動車部OB会総会のための準備委員会へのお

誘いを受けつい懐かしさの余り出席しましたと

ころ、それを起に前後8回の準備委員会に出席し

久しぶり学生時代に帰ったような楽しい時間を

持つことが出来ました。

その任ではないと思ったのですが総会の実行

委員長の役まで、仰せっかり申し訳ないようなあ

り難いような気がしました。

総会の席上、開会の辞で申し上げました様に、

その昔自動車部で自動車を整備して動かすこと

は正に我々の青春そのものでした。今でもその当

時のことを考えますと胸が熱くなる思いがしま

す。当時はまだ戦後間もない頃で食べることにも

事欠く時代でした。まして自動車の運転が出来る

なぞ夢のまた夢でした。運転練習は流星号でやり

ましたがセノレモーターはなくエンジンの前でク

ランク棒を突っ込んでエンジンを起動させるか

練習生を皆降ろして車を押させてエンジンを掛

けていましたが、スタートが下手で、すぐエンス

卜するので大変でした。
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総会実行委員長 川崎 (2テ 26)

その頃自動車部長は新荘先生で部員の指導は

松尾憲一先輩で大変お世話になりました。

明専自動車部の部室は忘身寮の一番東側にあ

りました。私はその部屋で後藤 君と確か松田

君や島君たちと寝起きを共にしていましたが、誰

かが家から持ち込んだ米を夕食の補食として皆

で食べていました。木炭などの燃料を鉄で、作った

カンテキで燃やすのに木炭自動車用の手回しフ

ァンを空気入れ口に差し込んで廻してアッとい

う問に火を起こしていました。これは他の寮生で

は考えられないことで、自慢でした。

当時部室には寮で、只一つの公衆電話が備え付

けてありましたが、これは学校の外部より石炭運

搬などの注文を受けるためで、料金は外部の運搬

会社鎮西トラックより少し安い額にしていまし

た。利益は部費の補填とアルバイト代で折半して

いました。物資不足の時代でしたが皆楽しい学生

生活を過ごしていたようです。

今は自動車部も活動そのものが昔とは違って

いるとはいえ心の中身は同じだと思います。OB

会の存在意義はやはり九工大自動車部をどう応

援しどう盛り立てるかで、今回の総会もその意味

で非常に意義あることであったと思います。了



九州工業大学・明専自動車部08会役員会議事録

(日時)平成23年10月22日 15:05-17: 00 

(場所)北九州八幡ロイヤルホテル

11月7白書記西原

出席者 木村 会長(機36一議長)、木庭 副会長(機43)、中西 (加50)、武地 (機251)
門司 (金37)、伊東 (子44)、田中 (化45)、柴田 (化45)

山本 (帝IJ46)、川越 (化47)、近藤 (制54)、川崎 にテ26)、西原 (制54一書記)

'( 1 ) 最初に木村議長より発言があった。

これまでの役員会は1時間だったが今回は特別に2時間予定している。
現会則は昭和41年作成なので、今回会員IJ見直しを含め討議が必要である。

'(2) 活動報告

中西事務局から報告され、了承された。
'(3) 会計報告、会計監査

武地会計より会計報告が行われ、了承された。
門司 会費から部活動援助費にいくら回すのかっ
武地 以前は3万円/年とか決めていた。司今は「部活動媛助費」として寄付を集めて
いるので部活動援助費(会費と同時に任意で納めるもの)全額としている。
そのためrOB会会計」と「部活動援助OB会会計」の両方を管理していたが、
rOB会会計」一本で行くことをメール役員会で了承済み。

川越監査人から会計監査報告があり、了承された。
'(4)役員人事

中西事務局から報告され、了承された。

(5)平成24年度活動計画
中西事務局から報告され、了承された。

(6) 平成24年度予算

武地会計より会計報告が行われ、了承された。
武地 部活動援助費は入金のあったものを振り込む。流星で24、25年分の会費振替
用紙を入れる。流星はPCで原稿を作成し、印刷代は武地さんの知り合いに
頼んでおり格段に安い。
正会員111人・・・会費は1年目50人、 2年目50人で払ってもらっている。

木庭 会費を毎年払いにするとカンI ~(部活動援助費) も増えるのでは?
武地 会計の労力及び振込用紙の送付費用、振込時の手数料が余分にかかる。

(7)会則改正案

木村 現会則は昭和41年嘉村さんがOB会を立ちょげた時の会則が元だった。
現会則を必要なもののみ2年後を目途に委員会を立ちょげて検討したい。

門司 細買IJは総会で、となると2年後になるので外したい。
木村 委員会には会長は入らない。 木庭副会長以下6名で検討開始して下さい。
木庭副会長、中西、武地、門司、川越、伊東で検討する。

柴田 会則はゆるいほうが入り込みゃすい。 入り込みでしり込みしてしまう。
(8) OB会の在り方、現役交流

中西 昭和50年後半以降卒業生を掘り下げていきたい。部費配分は活動実績と部員数。
H20年30万円、H21年20万円、H22年9万円、H23年9万円と責善会活動費が低下。

中西 来年は50回KITナイトラリー、九州学生ラリーでは唯一である。
川越 どこの自動車部も部員が減っている。 マニュアル車が無い。 車離れ。
現役に対して先輩がどこに就職したか教えるように言う。

田中 同年代知っているので同年代から広めていく。

山本 ラグビー部は毎月のように現役とOBが集まり、酒を酌み交わし相談にのっている。
現役との交流会は有益なので継続させ、部員増加をめざし、手を打ってし、く必要がある。

(9) 流星

武地 嘉村さんが、冊子はいつでも手にとって見られると言われた事を覚えている。継続は力である。
ホームページのスピードには負ける。何か良い案はないかな?
300冊印刷している。記事探しが負担になっている。

門司 各地区持ち回りで2年やるとか。

武地 自分がやると自分の知るDataしかない。
木村 この内容は(武地さん以外だと)すぐには作れないよ。
田中 車歴とか車に関する事とかも、趣味も記事にする。
例えば、伊東さんや田中さんはクラッシックや外車が好き。

武地 門司さんの海外奮戦記なども連載していただけるとありがたい。幅広く記事をおねがいしていく。
(10)ホームページについて
近藤 運用につて説明。

(11)名簿

山本 今回の名簿の見直し、一括メール発送について、西原さんの功績は大きく、松元担当の補助
に推薦します。
満場一致で賛成された。

(12)その他

中西 嘉村さんが頚椎ヘルニアで5Kgほど痩せられた。
山本 正会員111人、委任状含め80人/111人で、総会の必要要件半数を満たしている。

以上
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総会を終えて思う

この度の総会、遠路またご多忙中且つ大変な震災事

情の中、 ご参加を賜り有難うございました。

私は、総会の司会を担当しましたが、拙い司会にも

係らず皆様のご協力で全議事が無事承認され、改め

て御礼を申しあげます。実に40年振りに母校見学が

出来、記念講堂やグランドがそのままで懐かしく、そ

の他はあまりの変わりように驚き、歴史資料室で先人

藤田 (電44)

の思いに触れ、皆様と思いを共有出来大変意義深

いものでした。それにしても先輩諸氏の元気の良さに

圧倒され、整形三重苦の私としては尊敬するばかり

です。嘉村様を始め事情で参加出来なかった方々に

は残念でしたが、また次回元気でお会い出来ること

を楽しみに致しております。

総会を振り返って

六年前、中京地区在住の時に平成17年の愛知万

博総会を準備したのが、つい昨日のように思い出さ

れます。五年前に故郷の京都郡苅田町に戻ってきま

したが、さっそく九州地区の副幹事拝命し、平成 23

年の総会準備委員が決まってしまいました。

今年の総会の目玉を何にしようかが大きな問題でし

fこ。

地元の利を生かした戸畑キャンパス見学、地デジ

スタートの年の大分放送見学(伊東幹事勤務)が最

後に残りましたが、多数決で、大学見学に決まりまし

た。個人的には大分放送見学に行きたかったので、す

カミ.. 

北九州υL幡ロイヤルホテノレは名古屋在住時、何度
か家族で帰省時、宿泊経験があり推薦で、きるホテノレ

でしたので、実行委員の皆様の賛同を得て、宿泊先

に決まったのが、開催 1年前でした。

九州地区副幹事山本 (制 47)

今年の総会を振り返ると、実にドタキャンの多かっ

た総会でした。当初、 57名の総会参加者が 53名に

前日まで、変更が続きました。最後に、当日朝、 l名

は参加が最終決定し、 1名は参加できませんでした。

戸畑キャンパス見学も 7名の方が変更になりました。

日帰りになった方が3名でした。のべ3分のlの方に

変更があったことになります。

もちろん、ほとんどの方が早めに連絡いただ、いたので、

特に大きな問題は発生しませんで、した。 これ

には、実行委員の一人として感謝する次第です。

二年後の中京地区の際にはくれぐれも、残り 1週間

になりましたら、変更しないように早目のご判断をお

願いする次第です。

以上

総会準備の苦労

前回の琵琶湖での OB総会からの帰り、 新幹線の

車中で山本殿から九州|での OB総会開催にあたり協

力を要請されました。

もちろん、二つ返事で、引き受けさせていただきまし

fこ。

準備委員会が開催され、まずは「何処で開催する

か」の検討を開始しました。

私自身は熊本の阿蘇に単身赴任しており、 阿蘇近

辺での開催場所を調査しました。

一番の問題は、「大学見学を織り込んだ場合、送

迎可能か」でした。
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山下 (機械 54熊本在住)

数カ所のホテノレに出向き、趣旨説明と北九州まで

の送迎可能性を伺いましたが、ほとんど送迎は困難

との回答でした。送迎が可能だとしても時間的にも厳

しい移動となりますので、委員会で「大学見学を必須

要件としよう」との結論を出したところで阿蘇での開催

を断念しました。

阿蘇近辺では毎年 KITナイトラリーがオート

ポリスで開催されていますので、オフィシャル応

援参加の際は一声かけてください。

熊本空港近くのホテルから 40分ほどで行けま

すのでご一緒できればと思います。



総会を終えて

平成 23年度 明専・九州工業大学自動車部 OB

会総会にご出席頂きました皆様、お疲れ様でした。

今回、地元北九州での開催ということで、初め

て実行委員として総会の準備をさせていただき

ました。

というよりは、何も要領を得ず、山本先輩に先

導(牽引?)されて、実行員の皆様の足を引張らな

いようどうにか当日を迎えたような感じです。

当日は懇親会の司会を仰せつかりましたが、皆

山下 (金 Hl) 

様方のご協力を頂き無事に役目を果たせたこと、

感謝しております。

久しぶりに見る先輩の変わらぬ飲みっぷり、初

めてお会いした大先輩の貴重なお話し、司会をさ

せて頂きながら、私自身、十分に楽しませていた

だきました。

次の総会でまた、みなさんの元気なお顔を拝見

出来ればと思います。本当にありがとうございま

した。

自動車部OB会ゴルフコンペ優勝コメント

首藤 (金加 50)

優勝で、きてとてもハッピーで、すO 自動車部のOB会で 古屋を楽しみにしています。

表彰されると、ラリーのことが思い出されてしかたあり

ませんでした。ラリーの時は必ず優勝するんだと、い

つも力いっぱい戦っていました。で、もゴルフコンペは

そうし、った仲間や諾先輩方と緊張の中にもリラックス

して楽しくできました。そしてラッキーなことに優勝で、

きました。前日の総会からの2日問、九工大自動車部

の紳をとても強く感じると共に楽しく過ごさせていただ、

き、幹事の皆様大変ありがとうございました。次回名

後列左から 中野 田中 尾崎 八木 鞍馬;

伊東 松本中原 木庭 川崎
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首藤 中西 山地

於し、て、西日本cc



九州地区総会準備委員の皆さん

後列左から山地 (機249)坂本 (子45)山本 (制46)犬丸 (機知日17)山下 (金Hl)

稗田 (機59)福田 ，(機H3)山下 (機54)西原 (制54)

前列左から伊東 (子44)尾崎 (化42)松本 (電39)野口 (機38)川崎 (ニテ26)柴田 (化45)

現役の活動状況・活動環境のご報告と現役が抱えている問題の解決に向けて

さる 10月 22日、 23日に九州地区のご尽力により

開催されました、第 6回 08会総会を成功裏の内に

運営されました実行委員会の皆様に感謝申し上げま

すと共に 1年数ヶ月の問、大変お疲れ様でした。

今回の地元での 08会総会は、丁度良い機会かと

思い、大学のサークノレ活動の実態を確認するために、

1日早く母校学生係を訪問し、自動車部をはじめ現

役学生のサークル活動への取組む姿勢や活動環境

を聞いて参りました。同時に現役幹部4名と活動状況

や活動環境等の実態について、情報交流の機会を

持ちました。その内容をご報告すると共に現役が抱

えている問題の解決方法を探りたいと思います。

1.学生係との打合せ(工学部事務長補佐兼学生

係長武谷様との打合せ)

(1)サークル活動の全体的な実情

-全体の部活動は、低迷しつつある0

・同世代との付き合いは頻繁にしているが08や

クラブ活動の上下関係の付き合いを好まない

傾向が全体的にある。例えば、サッカ一部には

入部しないで、フットサルに参加して楽しく活動

する風潮がある。文、同好会のような束縛され

ないサークルは増えてはいるが、 4年生が卒業

していくと、そうし、ったサークルは消滅してい

く。

-昔からあるクラブや同好会が、廃部になったケ
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事務局兼現役交流担当中西 (加 50)

ースはほとんどないが、部員数は減少しており

低迷している。

(2)サークル活動予算について

-サークル活動の予算は、新入生の責善会費徴

収でまかなわれており、予算の全体額はあまり

変っていなし、。活動実績、部員数により各部の

予算分配が評価されて決る。又、特別に企画さ

れたイベント費用等があれば増額になることも

ある。

(3)フォーミュラチームや情報工学部自動車同好会

等との関係

・現在、自動車部とよく似た活動をしているサー

クルとして、フォーミュラチーム、バイクレースチ

ーム、情報工学部自動車同好会(飯塚キャン

パス)があるが、これら 4者は、共通部分はある

が、合体して活動していくことは考えられない。

ただ、情報交流会を持ってそれぞれにない所

を補強してレベルアップ。していくことは大切。特

にフォーミュラとの情報交換はレベルアッフ。に

なるので必要である0

・フォーミュラチーム、バイクレースチーム、人力

飛行機製作チーム(鳥人間コンテスト)は、 100

周年記念行事の基金から活動経費が出ている

が、 今後は、スポンサー探しをしながら活動し

ていくことが必要になってくる。一方、自動車部

は、母体が異なり責善会体育会に所属してい



るので、責善会費の分配制で部費として活動

費が貰える。

(4)その他

・学生の全体的な傾向として表現力が乏しい。

話しをすればそこそこ自己表現は出来るが、メ

ール等文章力は乏しい。意図が分らなし、メー

ノレがあるので携帯電話でやり取りをしている。

-現在の学生はカリキュラムがかなりタイトlこなっ

ており、アルバイトもしているとサークル活動に

手が回らないのが実情かと思う。

-自動車部の現幹部はおとなしい。

-自動車部は、車庫やリフタ一等設備が提供さ

れており、ある意味では恵まれている。

-廃車、廃タイヤの整理、整頓は出来ている0

.自動車部は伝統と歴史のある部であることを今

回認識させて頂いた。

2.現役幹部との打合せ

学生係との上記打合せ内容を踏まえて現役幹

部にヒアリンクマとアド、パイスを行った。

(1)現役交流会(‘10年4月29日、戸畑区生涯学習

センターにて実施)後の改善活動状況ヒアリング

・ラリー、ジムカーナ以外の活動としてスターレツ

トのダートラ車を製作して今年度初めて全員参

加でダートラに参戦した。

-昔の遠征に代わる活動としてこの9月に山口県

の角島で、全員参加のキャンフ。を行った。コミュ

ニケーションアップ、下級生の道中における運

転スキノレアップ及び下級生の道中におけるラリ

ー企画・運営練習を目的として実施した。

(2)活動予算について

-自動車部の活動実績、成績をアピールしてい

く。主催している KITナイトラリーは、]AF公認

で九州学生連盟主催の唯一の学生ラリーであ

ることやラリー開催時に実際行っている全ての

活動内容、ラリー・ジムカーナ・ダートラ参戦成

績等を 3月の予算分配時にアピールする。個

人の費用負担(個人戦、団体戦に係らずエント

リー費も個人負担)や個人車で出走しているこ

とも含めて報告する。

又、プレゼン資料は、分りやすく充実させること

が必要である0

・来年の第50回KITナイトラリーは、記念イベン

トとして開催するので費用がかかることをアピー

ルする。
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(3)人材育成

・部員数が少なく人材不足なので下級生の人材

育成を行う必要がある。ラリー企画、運営につ

いて次期世代へ継承してして。一部先輩や現

幹部 4名が居なくなった時のことを考えてコー

ス設定技術等の講習を含めて実地トレーニン

グをすることが必要である。

(4)部車の取得

・現在、公道を走れる部車はない。ラリー試走等

に個人車を利用している。又、ジムカーナ、ダ

ートラ大会参戦車(ナンバーなし)は、徳、尾モ

ータースから積載車を借りて移動していたが、

運転できる部員がいなくなったので、参戦車の

移動が出来なくなってきた。

従って、ナンバー付の部車が必要である。個人、

法人を問わず 08へ部車の提供をお願いして

し、く。

(5)予算の実態

"H20年度 、H21年度 、H22

年度 、H23年度 と激減している

ので 08会からの援助金(カンパ金)は、非常

に助かっている。

3.現役支援方法まとめ

上記打合せ内容における現役が抱えている問

題の解決策(現役支援方法)をまとめますと下記

の項目が挙げられます。

(1)予算計上アッフ。

①現役のアピール力強化による予算取り(上記

アドバイスの通り)

②08会からの大学への文書要請

③明専会報への自動車部現役の活動や 08会

活動の投稿(ホームページの紹介含む)

④08会からの援助金(参考例:カンパ金:

等

(2)部車提供の支援

①個人、法人を問わず、廃車予定車、中古車、

自動車メーカー試走車・展示車等の提供に

ついて 08会として会員や企業にの場合は

顧問、大学を経由)へ文書でお願いする。

(3)人的支援

①地元中心とした KITナイトラリーのサポート体

制作り 等

以上



-特別企画2-

2011年第49回KITNIGHTラリー詳報

2011年 11月 5日""'6日に開催しました、第 49

回ACK.KIT NIGHTラリーが無事に終了いた

しましたので、報告させていただきます。

大分県日田市上津江にあるオートポリスを中

心に上津江・中津江 ・前津江の林道を使用して、

総移動距離160krnのラリーを開催させていただき

ました。

今回の参加台数 15台と寂しいですが、学生選

手権もかかっており学生の参加が目立ちました。

当日、雨が降り霧が心配されましたが運が味方

をしたのか競技中は霧が出ずにスムーズに競技

の進行が出来ました。

1 stステージでは、オートポリスのレイクサイ

ドコースを使用して、 ssラリーを行いました。
大きな事故もなく皆さん元気に走っておられま

九工大 自動車部ラリー委員長飯田

した。

2ndステージでは、林道を使用した計算ラリー

を行いました。こちらで、はハイアベ区間で3台リ

タイヤしましたが、クルーは無事で、した。計算ラ

リーということもあり、ベテランの方々は好成績

を収めており、ラリー経験の少ない学生は苦戦し

ておりました。

今回のラリーを開催するにあたり徳尾三郎さ

んをはじめとする ACKの皆様には、全面的協力

をしていただき、ありがとうございます。OBの

皆様も地元九州|から来られ協力して頂きありが

とうございます。

来年は第 50回になります。今後とも ACK.KIT 

NIGHTラリーを盛り上げていきたいと思います

のでみなさんよろしくお願いいたします。

一特別企画 3;地区幹事、役員の「私と自動車部(自動車)J一

私と自動車部

私は、昭和33年入学、 37年卒業であるが、 34""'

36年の2年余り忘身寮の部室で過ごした。その問、

幹事(後の主将)、代表学連委員などを経験した。

この間、自動車を取り巻く環境が急激に変化し、貨

物から乗用車へ、対外活動としても西日本学生自動

車連盟の発足、翌年には全日本学生自動車連盟へ

の加入等があった。

以下、手元の記録と記憶を頼りに書いたが、半世

紀前のことであり一部不確かな部分があることをお許

し原~し \"t:.こし、。

昭和三十五年度全日本学生自動車連盟名簿では、

全国の加入は59大学、九州地区ではABC順に福

岡，鹿児島，熊本，熊本学園，久留米，九州，九州工業，

宮崎，大分，佐賀，西南学院の11大学である。

部車は登録番号のある車が、

①「福1た0015Jトヨタ44年式、『琴星号』、定員3名、

②「福4す3516Jトヨエース57年式、定員2名、

③「福4せ6215Jトヨペット54年式、定員5名、 500kg、

④「福5す9792Jトヨベットクラワン57年式、定員6名、

⑤「戸畑0003Jトーハツ55年式、定員1名で

貨物3輔、乗用車1輔、単車1車両である。『琴星号』で

大型貨物、トヨエースで、小型貨物のアルバイトをして、

部活動費を稼いでいた。

15 

関東地区幹事門司

登録番号のない車は、

①トヨタ46年式貨物、定員2名、 4000kg、

②トヨベット51年式貨物、定員5名、 750kg、

③マーキュリー51年式箱型、定員6名、

(金 37)

④シボレー35年式パス、『流星号』、定員9名、

⑤シボレー35年式貨物、『蒼龍号』、定員3名、 750

kgの計5輔で、あった。

①のトヨタ車は八幡製織(株)から寄贈を受け、枝光

の本事務所に引取りに行った。その本事務所跡地が

「北九州八幡ロイヤルホテル」となり、今年の自動車

部OB会総会会場となったのには因縁を感じる。この

車は『銀河』と命名され普通免許受験の練習車となっ

た。免許試験場は日明の埋立地にあり、試験車はい

すゾのトラックで、あった。大型免許試験場は北九州に

は無く、福岡まで、受験にいかなければならなかった。

写真，銀河左から野口(機38)、増田(電 38)、

宮崎(機 39)、門司



②のトヨベット車も八幡製織(株)から寄贈を受けたも

ので、『流星号』が使用出来なくなってからは、専らD

級練習車となった。

③のマーキュリー車は若松東洋タクシーから寄贈を

受けたもので、仮ナンバーをとってドライブダに行ったこ

とがあるが、左ハンド、ルで、燃費が悪いのであまり使わ

れなかった。

④の『流星号』はS17年に寄贈を受けてから17年間

活躍した。この車のお世話になって巣立っていった

部員は多い。

写真，流星号の室内から

エンストするとスターテインクマハンドルを持って降り、ク

ランクシャフトを回して掛けなければならず、乗合自

動車の扉は開放のままで、乗り降りが楽で、定員が9

名とD級練習用としては理想的な車で、あった。私は、

たまたま練習生として同乗中、その最後に遭遇した

一人である。S34年5月頃だ、ったとおもうが、練習指

導は幹事の信園 氏(鉱35)、運転していたのは

同級のS君(金37)で、故障の原因はディファレン、ン

ヤルギアの破損で、あったO この車その後しばらく放置

されていたが、嘉村 氏(化33)の呼びかけでS36

年3月に告別式が挙行された。

写真;蒼龍号と筆者

S34年5月に熊本大学を中心に西日本学生自動

車連盟が結成され、 記念の第一回九'HI-周学生ラリ
ーが開催された。

写真;S36年日本一周ラリー始業点検
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翌35年には全日本学生自動車連盟九となり、九州、|

工大が初代当番校となったので、山田 君(化37、

学連副委員長)と私(代表学連委員)の二名が九州

代表として全日本学生自動車連盟大会に出席した。

私にとってはこれが生まれて初めての上京で、あった。

後援の朝日新聞社を表敬訪問、神宮外苑では、連

盟加入の各大学と交流したが、その時自動車部が体

育会系であることを奇異に感じたものである。同年齢

の自動車評論家徳大寺有恒氏によると当時同氏が，

所属していた成城大自動車部は文化部に属してい

たので学生自動車連盟には加入で、きなかったと著書

にあるが、九州|工大の場合は西日本学生自動車連

盟メンバーの一括加入を条件にして全日本学生自

動車連盟に加入したので問題にならなかった。

写真，左から山田(化 37)、門司、吉武(鉱 39)、森光(機)

しかし、その後自動車部の活動内容が急激に変化

したのは、 この連盟加入がきっかけになったので、はな

し、かと思う。対外名称の監督、主将、主務等それまでで、

lは土f吏つていなかつたもので
『明専会報』山(S36年3月号)に当時は珍しJカかウ小￥りつたラ

リ一紹介の記事を寄稿した。これは『流星』記念特別

号にも転載された。

S37年4月住友金属工業(株)に入社、本社での

研修後小倉製鉄所に配属されたO 丁度、北九州オー

トクラブ、が結成されることになり、手伝うことになった。

旭硝子、三菱化成、朝日新聞社等の人がいた。ラリ

ーを開催した時は現役の自動車部員に手助けをして

貰った。『流星』倉IJ刊号(S40年12月発行)の編集後

記には、当時新婚ホヤホヤの小生のことが書かれて

いる。妻は、同じ自動車部室にいたS氏(電36)の妹

である。

S41年5月和歌山製鉄所に転勤、自動車同好会設

立の企画書を作成にも参加した。社内ラリーを開催し

たり、関西地区の社会人ラリーにも参加したりしたが、

S48年の第一次石油危機とほぼ同時期に発生した

高炉でのガス中毒事故で出場予定の仲間が死亡し

たのを契機に競技とは縁を切った。



優雅なMGTD

自動車部で苦楽を共にした多くの方々と同様

に、 4年間の部活動で沢山の財産を頂いて実社

会に出て行った。その後の人生の中で、自動車

部で得たものが、仕事、人間関係、そして趣味

などにどれほど役に立ったか計り知れない。本

稿ではテーマを車との関わりに絞って述べて

みたい。

私は会社に就職した直後より、その時々の身の

丈に合った車を買い求め、自動車の性能、品質

が 10年単位くらいで大きく変化していくの

を実感してきた。これらの車の中で最も印象に

残っているのは、米国のデトロイト駐在時代に

購入した、 1953年製MGTDである。

2004年に購入し、 2006年に帰任するまでの 2

年問、車の整備、 ドライブ、および現地のMG

クラブの活動を楽しんだ。アメリカでは何れの

州でもクラッシックカーを保護する制度があ

り、例えば、

関西地区幹事木庭 (機 43)

一般の車に比べて、自動車の税金も保険も約

30%の費用で済むように、大変優遇されている。

加えて、自宅の車庫のスペースも大きいので、

クラッシックカーを愛好する人口が実に多い。

昔の名車を保有する人たちが、それぞれの車の

モデ、ルごとにカークラブを設立し、ピクニック

や展示会を含むソーシヤル活動を楽しむので

ある。私が所属したMGクラブでは、

MGカーだけを約 80台保有し、この

ため倉庫のような車庫を 3棟建てたメ

ンバーもいた。

私のMGTDは、写真に示すように大

変優雅な外観で、約 50年間二人のオ

ーナーが大事に維持し、クラッシック

カーのショーで表彰を受けたこともあ

る車である。ただ、床は木製で、フレ

ームも一部は樫の木が使われ、 1953年

製であることを感じさせるが、スター

ターも装備され、エンジン音も実に軽

やかな良い音で、あった。カリフォルニ

アチト|にはクラッシックカー専門の部品

販売会社があり、今でも純正、非純正の部品が

調達可能で、学生時代に自動車部の車庫で学ん

だ経験を活かして整備を行い、車はいつで、も運

転できる状態を保った。特に、週末に車の下に

もぐり、何の干渉もなく外界から離れて過ごす

時間は、本当に至福の時であった。残念ながら、

帰任時にこのMGTDを手放したが、毎日自宅

の居間に掲げたMGTDの写真を見ては懐か

しんでいる。写真に写っている友人の子供たち

が、今では大学生となり、来年の夏、私たち夫

婦を訪ねてくれることを楽しみにしている。

パリダカの仕事ができたのは自動車部があったから

ノ叩ダカ(パリダカールラリー)のエンジン開発や

マネージメントの仕事等を約 20年担当してきた。この

仕事ができたのは自動車部に入部したことがきっか

けとなった。ここでのラリー経験が。

私の時代は 16歳で軽自動車免許が取れた。家業

の手伝いのため、私は高2で、免許を取った。普通乗

用車に乗るには再度試験を受ける必要がある。この

免許取得のためと体育会系としてそんなに厳しくない
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中京地区幹事川越 (化 47)

クラブ品、うことで自動車部に入部した。

入部して暫くしてラリーがどんなものか少し理解した、

した頃、歯科大のラリーが開催され、先輩が出場され

るということで、スタートに応援にで、かけたが、ここで

先輩(44年卒伊藤氏)に「席が空いてるから、乗らな

し、か。」と促されナビゲータ一席に乗り、地図を見るこ

とになった。ただ地図をみてドライバを誘導するだけ

で気楽にできたように感じる。そしてゴールしてみれ



ば優勝で、あった。これがラリーを好きになるきっかけと

なった。

学生時代はナピとして、徳尾 さんと何度も出場

した、でも徳尾 さんとのコンヒ守で、は勝てなかった。

勝つ寸前まで、は行ってたのだ、が 。他のラリー、歯

科大ラリーは49年卒の河野君の本田 Zで優勝したこ

ともある。結構勝った思い出があるO この学生時代に

ラリーが私の趣味となった。

卒業後 三菱自動車に入社、エンジン研究部に配

属された。この部署ではサザンクロスやサファリラリー

用のエンジンを開発していた。が、この担当に着くこ

とはで、きなかった。その後排ガス規制が始まったこと

で一時ラリー活動は中止されていた。入社後 15年よ

うやく高性能エンジンの開発の業務を担当することに

なってl年後“三菱はラリーを再開する"とのことでラリ

ー用エンジン開発を担当することになり、 WRCのギャ

ラン、ランサ一、パリダカのエンジンを開発、現場に出

かけるようになった。特にパリダカには毎年行くように

なった。初めは60人のチームで日本人は篠塚と私だ

け。他はみなフランス人。ほとんどフランス語。英語が

で、きるフランス人にくっついてカタコトの英語で仕事を

進めた。でも趣味が自分の仕事となったことで、全く苦

痛なく、仕事はできた。

エンジンの開発担当は 6年、その後はラリーアート

社に出向し、三菱ワークスチームやタイ、中国チーム

の予算管理から出場、ドライバ選考など色んなことを

手掛けた。

「趣味=仕事」だから仕事には集中する、努力する、

そして楽しむ。私の会社生活38年の約半分がこれで

あった。こんな仕事ができたのも“自動車部があった

からこそ"である。

定年退職後も自営で自動車関連の仕事を続けて

いる。モータースポーツ競技にも出かける。あと 10年

はこの世界に楽しみながら関わって行こうと思ってい

る。日本のモータースポーツは衰退ぎみであるが何と

か支えて行きたい。 了

私が乗ってきた車

今年9月から会計監査を担当することになり

ました化 45田中直方です。どうぞ宜しくお願い

いたします。

私が乗ってきた車について、振り返り書いてみ

たいと思います。自動車部のことはもう相当昔に

なりますので、記憶違いがあるかもしれませんが

ご了承願います。正確なことをご存知であれば訂

正下さい

初めての自動車の所有は昭和 42年だ、ったと思

います。60年式(? )クラワン 1500ccで、自動

車部の先輩仲間 5-6人と 1人数千円を出し合い共

同購入した車で、した。車検の残りは数ヶ月、バッ

テリはあがり気味でしたが夜は小倉銀天街へお

でんを食べに行ったり、練習ドライブと称して皆

で乗り回して 1万キロ以上も走りました。いつも

忘身寮部室横の傾斜地に駐車しており坂を下り

ながらエンジンを掛ける状態でした。上手にギア

チェンジをしないとギアが噛み込みまた交差点

でエンス卜して押し掛けをすることは日常茶飯

事でした。「し、っかはクラウンに」という有名な

キャッチフレーズが後に出てきましたが、その後

いつまで、経っても私はクラウンを所有すること

はありませんでした。

受験勉強中の昭和 40年に発表された 3代目コ

ロナの2ド、アハードトップのスタイルに衝撃を受

けすごく憧れ欲しいと思っていましたが、クラウ
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会計監査田中 (化 45)

ンの次に所有したのが、丸型のヘッドライトの 62

年式2代目コロナでした。車体色が黒だ、ったので

ボンネットからパンパーまで白いテープを貼り、

若さとスピード感を強調した記憶があります。ブ

レーキシリンダーカップが悪いのか少量である

がブレーキ液が漏れ、ブレーキペダルが床まで着

いてしまいヒヤッとすることが度々でした。また

この車の強烈な出来事は、門司から小倉に向かっ

ていた時西鉄の路面電車の石畳を走っていたと

ころガタガタと振動が多かったのですがそれは

石畳の振動ではなくホイールナットの緩みで、タ

イヤが外れ車より前方にタイヤが転がっている

という映画のような今考えてもびっくりするよ

うな出来事を体験しました。それ程スピードも出

ていなかったこと、また通行している車も少なか

ったため幸い事故には至りませんでした。

そんなコロナから、昭和 44年に初代カローラ

67年式に乗り換えました。

当時山本 君(制 46)が、美しい日産サニー

クーペにほれ込み新車で購入していました。リア

がファーストパック型になった本当に「これぞク

ーベ」と思える美しい車でした。1000ccでしたが、

車体軽く本当によく走る早い車でした。サニーク

ーベに対抗して購入した「プラス 100ccの余裕」

のカローラ 1100は、車体重量 700kg、初めての

フロア 4段シフトでこれもよく走る車でした。ラ

ジアルタイヤに交換し、オイルパン下に保護鉄板



を取付け、その他フォグランプ、タコメータ一、

シートベルト等を装備し、ラリー用に仕立て何度

もラリーに出場活躍?しました。

大学を卒業してからは、カローラ、カローラス

プリンタ一、コロナノ¥ードトップそしてマーク H

グランデをはじめて新車で購入しました。長く乗

る積もりでしたが、 2年余で東京へ転勤になり、

駐車場がないため残念ながら売却しました。

その後北海道に転勤になり、 FFのトヨタビス

タを購入し 1年目の冬には凍った湖で初めて氷

上運転を体験しました。

雪が降り路面が凍結する冬道では最初慎重に運

転していましたが、何度か冬を経験し数年経つう

ちに凍結した冬道で、あってもスピードに慣れ、ス

ピードの出し過ぎで何度か危ない目に遭いまし

た。事故にはなりませんでしたが危ない目に何度

か遭ったために、安全性についてより深く考える

ようになりました。

そのような時に 1冊の本 赤池学著「メルセデ、

ス ・ベンツに乗るということ」に出合いました。

その中には衝撃的な内容が記載されていました。

『安全性は偶然ではなく絶え間ない開発と長

し、時間をかけて蓄積した知識をし、かに製品に反

映させたかの結果で、ある。

メルセデス ・ベンツ社は、事故調査チームを持っ

ており、事故があれば現場に急行し事故の状況等

詳細な調査を行なっている。現実の事故からの知

見を元に実験を繰り返し、安全対策を確立してき

ている。クラッシュテストは法規制をクリアする

ために行うのではなく、人間の安全を守るための

指標を独自に築くためであり、ここが他のメーカ

ーと決定的に違うといえる oJl
内容は少し最贋目に書かれたところはあるかも

しれませんが考えさせられる内容でした。そして

優れた安全性や耐久性 ・居住性等を考えて、 一度

メルセデス ・ベンツに乗りたいと思い、当時一番

安かったCクラスを購入し、 10年以上乗り乗り続

けています。

乗って感じることは、高速走行では安定感があり

快適で安心して疲れも少なく長距離運転ができ

る。街中で、は小回りが利き楽に運転できる車であ

る。国内外各社はいい車を多く製造していますが、

メルセデス ・ベンツは安心して長く乗ることがで

きる総合的にみていい車であると思います。少々

高価ですが、長く乗ればそれ程高くはないと思い

ます。

これからは、歳相応の体力 ・視力 ・反応力になっ

てきますが事故を起こさないように安全にでき

るだけ長く楽しく車に付き合っていきたいと思

っています。

私と自動車部

和、が自動車部に入部したのは、同じ下宿に、高

校の先輩が居て、その人が自動車部でした。島田さ

ん(s52)で、すO 毎年春に車約10台で遠征にいくと聞

き、面白そうだと思い入部しました。島田さん、元気で

すか。

在学中は、副将。スプリンターSRで、故木場君と

ラリーに出場。戦車責そこそこ。大分大ラリーでのトヨタ

貰(トヨタ車トッフ。)は嬉しかった(改造レビ、ン・トレノに勝

った !)。

読売新聞主催のBDFC(ベスト・ドライバー・ファミリ

ー・コンテスト)の主催がいい思い出です。企画は、

ファミリー参加が主体で、スカベンジャーラリー形式

(ラリー+買い物)。九州、|工大をスタートし、福岡市内

ゴ、ール。当初案では、ゴールはホンダ安全運転セン

ターの予定だったが、企画のアピールに失敗、宗像
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大社へ変更。開催当日は、参加者へのミーティング、

で、揚がりっぱなし。

また、久々に、八王子で開催された全国整備大会に

も出場した(結果は予選落ち)。

自動車部に在籍中は、ラリーへの出場や開催、整

備、社会奉仕活動(募金)など、様々なイベントの企

画から運営まで行うとしづ貴重な経験をしました。

振り返ると、社会実習そのものです。免許も格安で取

f専できました。
それカもラリーの魅力は魔物です、今でも抜けませ

卒業後、日本オイルシール工業(現NOK)(こ入

社。

本会のHPの作成には、立ち上げから参画していま

す(20 1O~)。



九州工業大学会責善会自動車部08会名簿

住所楠が空白の方は、連絡先が不明です。流星も送れませんので、お知り合いの方が居られましたら事務局までご本人からご連絡いただけます

ようご依頼お願いします

No. 学科 卒年 氏名 郡市 No. 学科 卒年 氏名 郡市 No 学科 卒年 氏名 郡市

キ 17 豊田 八代市 71 電 38 栗本 横浜市 141 子 46 細川 日進市

2 キ 18 芳賀 金沢市 72 電 38 高橋 名古屋市 142 機 46 山本 中間市

3 キ 18 馬場j 73 機 38 野口 荒尾市 143 和l 46 山本 京都郡
4 コ 21 渡辺 74 化 38 花田 北九州市 144 金 46 古河 姫路市

5 ヤ 22 石飛 福岡市 75 電 38 藤本 145 ー電 46 柚 i 北茨城市

6 キ 22 上妻 広島市 76 電 38 益田 奈良市 146 機 47 安部 那賀郡

8 キ 22 田辺 77 イヒ 38 宮原 147 イヒ 47 川越 岡崎市

9 カ 23 青木 北九州市 78 金 39 小宮 北九州市 148 市l 47 鳥飼 大津市

10 キ 23 大田 遠賀郡 79 機 39 砂本 相模原市 149 市l 47 ;賓田 北九州市

11 キ 23 大野 北九州市 80 電 39 晶宗 150 イヒ 47 森田 八尾市

12 キ 23 紀回 杵築市 81 電 39 田中 尽都郡 151 市l 48 泡田 |防府市

13 キ 23 小材 宗像市 82 機 39 常昌 倉敷市 152 力日 48 井上 姫路市

14 キ 23 坂本 宇佐市 83 金 39 友永 別府市 153 力日 48 大庭 杉並区

15 キ 23 舛谷 豊中市 84 機 39 中原 尽都市 154 市l 48 小泉 神戸市

16 力 24 岩本 昭島市 85 化 39 j兵回 鎌倉市 155 力日 48 局見 北九州市

17 T 24 森山 目立市 86 電 39 松本 北九州市 156 機 48 長尾 広島市

18 キ 25 島崎イ 練馬区 87 機 39 ニ隅 宇都市 157 子 48 平松 東広島市

19 キ 25 白石 福津市 88 機 39 宮崎 土浦市 158 機2 48 吉本 広島市

20 キ 25 中野 名古屋市 89 機 39 横田 入間市 159 子 48 村上 川崎市

21 T 25 別所 生駒市 90 鉱 39 吉武 大分市 160 伽l 49 河野 豊田市

22 キ 25 松尾 福岡市 91 機 39 米倉 相模原市 161 機 49 近勝
23 一-T 26 川崎 福岡市 92 電 40 石原 162 電 49 佐勝 君津市

24 キ 26 窪LlJ 93 化 40 梅山 府中市 163 機 49 時松 川崎市

26 キ 26 I罪!回 北九州市 94 一機 40 大庭 北九州市 164 化 49 万禰 市原市

27 金 28 島| 板橋区 95 市l 40 木田 板橋区 165 機 49 堀川 岩国市

28 機 28 山田 藤沢市 96 電 40 橘 i 神戸市 166 電 49 宮本 岡崎市

29 機 29 城 小牧市 97 告IJ 40 六代 さいたま市 167 電 49 山崎 宝塚市

30 電 29 康回 千葉市 98 開 41 Rusta Jakarta 168 機2 49 山地 北九州市

31 機 29 山田 柏市 99 機 41 金児 宇都市 169 子 50 浅野
32 鉱 30 中島 町田市 100 金 41 甲村 福岡市 170 機 50 牛島 北九州市

33 鉱 30 渡遺 江東区 101 関 41 西岡 晶崎市 171 機 50 黒瀬 千葉市

34 鉱 31 j可桔 船橋市 102 金 41 山田 日田市 172 機 50 佐伯 l横浜市
35 機 31 古場 横浜市 103 制l 42 市丸 福岡市 173 力日 50 首勝 大分市

37 機 32 楠回 大分市 104 化 42 尾崎 児湯郡 174 機 50 田中 長崎市

38 化 32 丸山 横浜市 105 電 42 片岡 175 金 50 鳥越 宮崎市

39 電 32 安光 姫路市 106 雷. 42 加藤 川崎市 176 力日 50 中西 大津市

41 機 33 j也回 流山市 107 二電 42 谷口 千葉市 177 和l 50 西 4 l稲沢市
42 化 33 柏木 倉敷市 108 電 42 芳賀 北九州市 178 '情 50 晴田 岡山市

43 化 33 嘉村 岡山市 109 電 42 浜本 179 イヒ 50 畑中
44 金 33 久保 堺市 110 電 43 宇塚 安芸郡 180 機 50 j蕎尻 岡崎市

45 機 33 小堀 水戸市 111 機 43 木庭 川西市 181 開 50 吉川 西彼杵郡

46 鉱 33 粛E事 国分市 112 金 43 進藤 182 カ日 51 白倉 新湊市

47 機 33 中村 春日部市 113 金 43 品崎 鎌ヶ谷市 183 機2 51 武地 横浜市

48 化 33 林田 千葉市 114 電 43 長j畢 福岡市 184 機2 51 本吉 海老名市

49 機 33 古屋 相模原市 115 金 43 中島 千葉市 185 機 52 坂井 ふじみ野市

50 電 33 松吉 横須賀市 116 イヒ 43 森永 笠間市 186 機 52 石田 四日市市

51 機 34 塩谷 117 帝IJ 43 山根 立川市 187 力日 52 |板井 鶴ヶ島市

52 化 34 白梧 小平市 118 電 43 山本 横浜市 188 金 52 嶋田 佐世保市

53 機 34 晶回 119 子 44 伊東 大分市 189 告IJ 52 永田 岡崎市

54 鉱 35 信匡 中間市 120 子 44 井上 Monterey Park 190 機 52 中野 北九州市

55 機 35 進蕨 東村山市 121 電 44 大本 船橋市 191 市l 52 |野瀬
56 イじ 35 山口 熊本市 122 機 44 小笠 大田区 192 金 52 房前 |市JII市

57 機 36 飯田 福岡市 123 機 44 掛水 福岡市 193 開 52 |松本 熊本市

58 鉱 36 香月 蓮田市 124 電 44 熊本 唐津市 194 開 52 的場
59 機 36 木村 佐倉市 125 機 44 鶴長 195 子 52 安永 横浜市

60 機 36 佐伯 流山市 126 電 44 藤田 北九州市 196 金 53 江頭 八王子市

61 電 36 谷陪 127 機 44 松原 富士市 198 子 53 政近 大分市

62 電 36 久富 広島市 128 機 44 渡辺 199 ，t青 53 -，甫 北九州市

64 電 37 小里7 福岡市 129 機 45 釘宮 豊田市 200 金 53 八木 |南高来郡

65 機 37 木島 相模原市 130 子 45 坂本 福岡市 201 ，t青 55 綱田 横浜市

66 電 37 木村 綾瀬市 131 化 45 柴田 杉並区 202 機 54 石野 広島市

68 金 37 門司 国分寺市 132 化 45 田中 神戸市 203 帝IJ 54 |倉地

69 化 37 山田 津市 133 開 45 八木 杉並区 204 開 54 |園栖 佐賀市

70 電 38 犬場 豊中市 134 金 46 鞍馬 宇都市 205 市l 54 近勝 局萩市

135 機 46 佐勝 武蔵村山市 206 機 54 坂田 四日市市

136 電 46 新聞 佐倉市 207 機2 54 一宝 堺市

137 子 46 中野 藤沢市 208 市l 54 西原 みやま市

138 帝IJ 46 野見 福岡市 209 イヒ 54 西村 和泉市

139 機 46 槍原 加古川市 210 子 54 |早田 l南足柄市
140 市l 46 福永 日局市
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編集部追記;

住所変更は、松元 さん(機

55 ) 

にご連絡お願いします。

特に、学生の皆さんは卒業後の

住所をご連絡下さい(流星などの

送付に使し、ます)。

ホームページへの掲載記事の投

稿;近藤 (制 54)さん

にご連

絡お願いします。
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[編集後記]

流星の編集者として 4号目。今回は、九州地区での

総会特集。総会では、 08会のあり方、現役の支援、

そして流星のあり方について充実した議論で、きた。参

加者の意識も変わってきたと感じたO皆さん、自動車

部の08としていろいろな考えをお持ちで、夫々内容

もレベルもさまざまで、あるが、皆さん現役を支援し、自

動車部と08会の発展を願う気持ちに変わりは無いと

感じた。また、いい親父、おばさんが紅顔の美少年、

美少女に変わるのを見て、 08会に参加してよかった

と思う。今回初参加の紅一点の山口先輩、参加あり

がとうございました。(武)
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